
令和 2年 5月 18日 

新 2・3年生保護者の皆様へ 

開志国際高等学校 

校長 関 久志 

令和 2年 新 2・3年生分散登校実施について 

 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

さて、5 月 14 日（木）安倍総理による緊急事態宣言一部解除、及び新潟県立高等学校の「分散登校実

施」を踏まえ、本校においても、5月 26日（火）～29日（金）まで分散登校の実施を行うことと決定い

たしました。6月 1日（月）からの教育活動再開に向けた準備を生徒とともに進めてまいります。保護者

の皆様におかれましては、何卒ご理解の程よろしくお願いいたします。 

 

敬 具 

記 

 

 ＜新 2・3年生スケジュール＞ 

  5/26（火）～29（金）分散登校実施 

日付 クラス出席番号 

奇数番号 

クラス出席番号 

偶数番号 

5/26（火） 10:15～11:55 14:00～15:35 

5/27（水） 14:00～15:35 10:15～11:55 

5/28（木） 10:15～11:55 14:00～15:35 

5/29（金） 14:00～15:35 10:15～11:55 

  

  ※分散登校期間は出席日数としてカウントは行いません。ここでは、課題の提示や取り組みなどを 

予定しています。学力の向上と規則正しい生活を行う上での準備期間と位置付けます。 

※通学生は、上記時間に合わせて通学をしてください。中条駅・学校間のバス運行は以下のスケジュ 

ールとなります。 

      中条駅発  9:50  12:50   16:10 

       学校発  12:20  16:10  18:30 

※学校開放として、各部活動とも自主練習時間を設けます。実施時間は、午前登校者 14:00～16:00、 

午後登校者 16:00～18:00 となります。各顧問より指示がありますので、従ってください。なお、 

通学生で昼食が必要になった場合は、各自準備をお願いします。在籍教室で食事を取るようにして 

ください。 

 

 ※寮生・通学生共に、毎朝・夜の検温とマスクの着用をお願いします。 

 



＜教育活動再開スケジュール＞ 

6/1（月）学年集会・ホームルーム（午前のみ） 

6/2（火）ホームルーム・授業開始 

 

・まだ入寮していない生徒・今回帰省する生徒の再入寮は、5/23（土）・24日（日）とし、始業まで 

10日間程度の待機期間を設けることとします。食事の提供は 5/23（土）の夕食からとなります。 

また、入寮生は 5/25（月）に寮総会を行います。クラス出席番号に関わらず、2年生は 9:00、3年生

は 10:00に講堂へ集合するようお願いします。 

  

・通学生の給食（昼食）提供は 6月中できませんので、各自持参をお願いします。パン販売は、6/2（火） 

より再開する予定です。 

 

 ・４・５月に予定していた授業分は、年間スケジュールを調整し、夏休み等に確保する予定です。 

 

※臨時休業期間の課題を、5月 18日（月）以降も毎週月曜に、郵送します。しっかりと取り組むよ 

う、ご家庭での支援をよろしくお願いします。各種連絡も「classi」にて行いますので、随時確認を 

お願いします。 

  

 ※1・2組は担任、3～6組は各部顧問より、週に 1回程度電話で体調の確認や、課題の取り組み状況 

など確認をさせていただきます。こちらも合わせてご協力よろしくお願いします。 

 

＜コロナウィルス対策（再掲）＞ 

・全体集会などについては、極力小単位、または短時間で実施します。 

・コマメな換気を実施します。 

・玄関等にアルコール消毒液を設置します。消毒液がなくなった場合は、手洗いの徹底を指導します。 

・自宅待機中も、毎日朝と夜の２回、検温を実施してください。 

・なお、以下のものを生徒各自で準備の協力をお願いします。 

○マスク ○体温計 ○アルコール消毒液 

※全国的に品薄状態が続いておりますのでご用意できない場合もあるかと思います。学校としては、

マスク・アルコール消毒液は必須とはしておりませんが、できるだけご用意くださいますようご協

力をお願いします。 

  ※37.5 度以上の発熱があった場合は、帰省し自宅待機をお願いします。その際は原則として保護者

による送迎をお願いします。新型ウイルスへの感染を確認するのが難しいため、発熱を判断基準と

させていただいております。一般的な風邪などでも帰省をお願いすることになりますので、体調管

理には十分注意するようにご家庭でも指導をお願いします。 

・歓迎会や保護者会などの集会はしばらく自粛とさせていただきます。 

 

以 上 


